
平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年（（（（１１１１月月月月～～～～１２１２１２１２月月月月））））におけるにおけるにおけるにおける救助概況救助概況救助概況救助概況    
* 比較値については、前年の確定値と比較しています。    
 * 端数処理の関係上、表中の計算が合わない場合があります。 

１１１１    救助出場状況救助出場状況救助出場状況救助出場状況    

   平成２２年中の救助出場件数（救助活動を行うために出場した件数）は１３１件で、前年と

比べると２３件増加している。事故種別では、建物等による事故４７件（３５.９％）、火災    

３６件（２７.５％） 、交通事故２２件（１６.８％）、その他の事故１１件（８.４％)、機械

等による事故９件（６.９％）、水難事故５件（３.８％）ガス及び酸欠事故１件（０.８％）の

順となっている。なお、前年との比較は第１表のとおりである。 （第１図、第３図参照） 

第１図　平成２２年中の事故別救助出場状況
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２２２２    救助活動状況救助活動状況救助活動状況救助活動状況    

   救助活動件数（救助出場件数のうち実際に救助活動を行った件数）は９３件で、前年に比較

し、２０件増加している。事故種別では、火災３６件(３８.７％)、建物等による事故２５件   

（２６.９％）、交通事故１５件（１６.１％）、その他の事故８件（８.６％）、機械による事故、

水難事故各４件（４.３％）、ガス及び酸欠事故１件（１.１％）の順となっている。 

なお、前年との比較は第１表のとおりである。         （第２図、第３図参照） 

   次に、救助活動人員は延べ７７５人で、救助活動を行った車両は延べ２２１台となっている。 

  （第２表、第３表参照） 

第２図　平成２２年中の事故別救助出場状況
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第３図　平成２２年中の事故別救助出場・活動比較
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第１表 救助出場・活動状況の前年との比較                                （ ）は救助活動件数・△は減少 

    

※ 出場件数とは、救助隊が出場した件数を示し、救助活動件数とは、出場件数のうち消防機関

が何らかの救助活動を行った件数を示す。   
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水 難 事 故 5（ 4） 2（ 0） 3（ 4 ）
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建 物 等 に よ る 事 故 47（ 25） 40（ 22） 7（ 3 ）

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故 1（ 1） 2（ 2） △ 1（ △ 1 ）

破 裂 事 故 0（ 0） 0（ 0） 0（ 0 ）

そ の 他 の 事 故 11（ 8） 9（ 4） 2（ 4 ）

2,898

775

出    場    件    数

救    助    人    員

事

故

種

別

（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

平成２２年 平成２1年 増　　減

活　　動    台    数

出    場    台    数

活    動    人    員

出    場    人    員

741

221

36

2,059

501

552

143

60

78

24

839

274

189



第２表 救助活動人員 

    

第３表 救助活動を行った車両 

    

３３３３    救助人員状況救助人員状況救助人員状況救助人員状況    
   平成２２年中の救助活動における救助人員は６０人で、前年と比べると２４人増加しており、

事故種別では、建物等による事故２６人（４３.３％）、交通事故１６人（２６.７％）、その他

の事故６人（１０.０％）、火災５人（８.３％）、機械による事故４人（６.７％）、水難事故２

人（３.３％）、ガス及び酸欠事故１人（１.７％）となっている。     （第４図参照） 

第４図　平成２２年中の事故別救助人員
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４４４４    過去過去過去過去５５５５年間年間年間年間のののの救助出場件数及救助出場件数及救助出場件数及救助出場件数及びびびび救助人員救助人員救助人員救助人員のののの推移推移推移推移    

過去５年間の救助出場件数及び救助人員の推移は第５図・第４表のとおりである。 

第５図　過去５年間の救助出場件数・救助人員の推移
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第４表 過去５年間の事故別救助出場件数及び救助人員状況 
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